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【目的】　変形性股関節症（OA）に対し全人工股関
節置換術（THA）を行うことにより疹痛や関節拘
縮が改善し骨盤傾斜および脊椎アライメントが変化
する可能性が指摘されているが、これらを裏付ける
詳細な報告は少ないのが現状である。今回OA症例
を対象に骨盤傾斜、脊椎矢状面アライメントを調査
し、術前後の変化につき検討した。
【対象と方法】　対象は、2009年6月から2011年3
月までに当院でに末期OAに対してTHAを施行し、
術前後に画像評価、直接検診可能であった12例、
男性1例、女性ll例であった。手術時年齢は44歳
～82歳、平均71．1歳。THA術前および術後（3～
24ヶ月）に単純X線、臥位・立位骨盤正面像およ
び立位全脊柱の正面・側面像を撮影、骨盤傾斜指数、
腰椎前山角（LLA）、　PA（骨盤i傾斜角）、　plum　Iine－
hip　axis間距離等を計測し、統計学的検討にはJMP
を用いた。
【結果】　加齢に伴い、骨盤は後傾する傾向にあった。
また、今回症例群ではTHA術前後の脊椎アライメ
ント変化に有意差は見られなかった。
【考察】　末期OAに対するTHA術後には多くの場
合骨盤が後傾することが指摘されており、機序とし
ては股関節痛、屈曲拘縮の改善との関連が考えられ
ているが、術後前傾する症例が存在することが示唆
された。
【目的】TKA手術において良好なトラッキングを
獲得するためには、適正な大腿骨脛骨コンポーネン
ト回旋設置位置は重要な要素の一つである。今回
3D－CTを用い人腿骨・脛骨コンポーネントの設置
角を3次元評価し、術後両コンポーネント間の回旋
角を計測した。
【対象および方法】　対象は当科においてTKA施行
した変形性膝関節症例79例85関節、男性10関節、
女性75関節、平均年齢は73歳。TKA術後1ヶ月
でCT撮影を行い、大腿骨、及び脛骨コンポーネン
ト設置角を3D－CTを用いて計測し、術後両コンポー
ネントの回旋アライメントを計測した。術後大腿骨
コンポーネントとclinical　epicondylar　axisのなす角
を角A、脛骨コンポーネントと脛骨前後軸（PCL付
着部中央と脛骨結節内側1／3を結ぶ線）とのなす角
を角B、さらに大腿骨コンポーネントの後穎軸と脛
骨コンポーネントの後穎軸のなす角（術後のコン
ポーネント間の回旋角）を角Cとし角度は全て内
旋方向を＋、外旋方向を一として算出した。
【結果】TKA術後の角Aは平均一32土1．5。（Mean
土SD）でsurgical　epicondylar　axisにほぼ平行に設置
されていた。角Bは平均15．9土6．60で脛骨コンポー
ネントは脛骨前後軸に対し内旋位に設置されてい
た。さらに角Cは平均一5．7土4．9。で大腿骨コンポー
ネントは脛骨コンポーネントに対し外旋位に設置さ
れていた。
【考察】TKA術後における3D－CTによる評価の結
果、術後大腿骨コンポーネント設置位置はsurgical
epicondylar　axisに対しほぼ平行に設置されていた。
一方、脛骨コンポーネントは内旋位設置されており
トラッキングに影響を与えることが考えられた。そ
のため適正な回旋位設置のためには手術手技上脛骨
コンポーネントの回旋位設置の決定に注意を要する
と考えられた。
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